
各言語共通

基礎
(解答込)

英語 ロシア語 中国語 朝鮮語 フランス語 アラビア語 ペルシャ語

2020年度 390円 140円 110円 90円 140円

2021年度 470円 140円 140円 90円 140円 110円

2022年度 470円 120円 160円 160円 180円 110円 160円

2023年度 430円 150円 140円 120円 170円 150円 120円

2024年度 360円 150円 130円 170円 190円 170円

（問題の枚数×１０円）

防衛省専門職員採用試験　開示手数料の目安

　　　試験内容

年度

言語別問題

※３　（例１の場合）
　　　　　　　2024年度分：基礎（教養）360円 ＋ 英語150円 ＋ ロシア語130円 － 開示請求手数料300円
　　　　　　　➡　開示実施手数料　３４０円

　　　（例２の場合）
　　　　　　　2023年度分：基礎（教養）430円　＋　英語150円　－　開示請求手数料300円 ＝ 280円
　　　　　　　2024年度分：基礎（教養）360円　＋　英語150円　－　開示請求手数料300円 ＝ 210円
　　　　　　　➡（合計）開示実施手数料　４９０円

※この表に記載されている金額は、各問題を白黒印刷の紙媒体で開示した場合にかかる開示手数料の金額です。　

【開示手数料について】
１　開示請求にかかる手数料は、開示請求を行う際に必要な「開示請求手数料」と、開示文書を受けとる
　際に必要な「開示実施手数料」とがあり、それぞれ収入印紙で納付していただきます。

２　過去問請求の場合の開示請求手数料は、１年度につき３００円必要です。（※１）
　　複数年度分請求される場合は、３００円×必要年度分の開示請求手数料が必要となります。（※２）
　
３　開示実施手数料は、開示される行政文書の種類（紙媒体なのか、電磁的記録なのか）や、数量（枚数や
　ファイル数）によって異なります。開示実施手数料は、後日送付する「開示決定通知書」にてお知らせ
　いたします。

４　なお、開示実施手数料の計算額が、開示請求手数料３００円に達するまでは無料。
　　それを超えるときは当該手数料の額を減じた額が開示実施手数料の額となります。（※３）
　　（開示される行政文書の郵送を希望される場合は、別に郵便切手が必要です。必要な切手額は、
　　開示する行政文書の量によりますので、後日、お手元に届く開示決定通知書をご確認ください。）
※１　（例１）・2024年度　防衛省専門職員採用試験　試験問題及び解答（開示可能なもの)
　　　　　　　　基礎（教養）、専門（英語、ロシア語）
　　　　　　　➡　開示請求手数料　３００円

※２　（例２）・2023年度　防衛省専門職員採用試験　試験問題及び解答（開示可能なもの)
　　　　　　　　基礎（教養）、専門（英語）
            　・2024年度　防衛省専門職員採用試験　試験問題及び解答（開示可能なもの)
　　　　　　　　基礎（教養）、専門（英語）
　　　　　　　➡　開示請求手数料　６００円


